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〆 中間子のス ピン回転パターン
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μす中間子のスピン回転パターン

正ミュオン(″中間子)が単結晶純鉄の格子間位置での内部磁場によリスピソ回転する様

子を、μ十→
eキ の崩壊によって空間的に非対称に放‐出き―れる eす のカウントの時間スペタ

トルから変動時間成分をぬきだすことによって1示 したもので、点は実験値である。カウント

は8マイクロ秒にわたり1な の秒のきざみで行い、図のように単一のラーモア周波数成分を

もつことがわかって、内部磁場は -3195.0± 0。 1ガ ウス と決定された。横緩和時間T2

級中の減衰時間)は～6.3マイクロ秒であるが、これ|は正ミュオンの拡散とトラッピング

に関する知見を与える。横緩和時間は試料の純度に敏感に依存する。
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